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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　平面視で矩形をなすシートと、このシートの左右方向の中途部上面に固設される複数の
ブロックとを備えたブロックマットを、重機に対し吊り下げ可能にするブロックマット用
吊り具において、
　水平方向に延び、重機により上昇、下降可能に吊り下げられる基台と、上記左右方向に
おける上記基台の各端部に形成され、上記ブロックマットのシートの左右各端部に形成さ
れた左、右被係止部をそれぞれ係脱可能とさせる左、右係止部とを備え、上記左、右係止
部に上記左、右被係止部をそれぞれ係止させた状態で、上記基台を上昇させて上記ブロッ
クマットを自由状態にしたとき、このブロックマットが下方に凸の円弧形状に撓むように
し、
　上記各係止部を、上記基台の左、右各端部の端面から外方に突設されるフック形状とし
、上記各被係止部を、上記各係止部に係止される係止孔としたことを特徴とするブロック
マット用吊り具。
【請求項２】
　上記基台が、基台本体と、この基台本体の上、下面のうち、少なくともいずれか一方の
面に取り付けられ、その面方向で互いに離れて配置されると共に、互いにほぼ平行に延び
る複数の支持台とを備えたことを特徴とする請求項１に記載のブロックマット用吊り具。
【請求項３】
　請求項１のブロックマット用吊り具を用いて法面など傾斜した地表面上にブロックマッ
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トを敷設するブロックマット敷設方法であって、
　上記重機に吊り下げられた基台と、この基台に係止されて吊り下げられたブロックマッ
トとを下降させるとき、上記地表面の傾斜方向に上記円弧状に撓んだブロックマットの下
面の接線方向が合致するようにしたことを特徴とするブロックマット敷設方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、シートの上面に複数のブロックが固設されたブロックマットを、クレーン車
などの重機に対し吊り下げ可能とするブロックマット用吊り具、およびこの吊り具を用い
たブロックマット敷設方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　河川、湖、道路の法面などの地表面は、雨水、洪水などの水のエネルギーによって浸食
されることがあり、また、この結果、崩壊に至るおそれもある。
【０００３】
　そこで、従来、上記地表面が浸食されたり、崩壊したりすることを防止するため、この
地表面上に上記ブロックマットを敷設することが提案されている。
【０００４】
　上記地表面上へのブロックマットの敷設作業では、重機に対しブロックマットを吊り下
げ可能にする吊り具が用いられる。この吊り具には、従来、下記特許文献１に示されるも
のがある。この公報のものによれば、吊り具は、左右方向に延び、重機により上昇、下降
可能に吊り下げ可能とされる基台と、この基台の左右各端部に取り付けられ、上記ブロッ
クマットのシートの左右各端部をそれぞれ機械的に離脱可能に把持する左右一対のクラン
プとを備えている。
【０００５】
　上記ブロックマットの敷設作業に際しては、まず、水平な作業面上にブロックマットを
載置し、展開する。一方、重機により吊り具の基台を吊り上げ、この基台と共に吊り上げ
られる上記各クランプをブロックマットの上方に位置させる。そして、上記各クランプに
上記ブロックマットのシートの左右各端部を把持させる。
【０００６】
　次に、重機により上記吊り具を吊り上げ、かつ、この吊り具を介しブロックマットを吊
り上げる。次に、このブロックマットを吊り具と共に所望の地表面上に移動させて下降さ
せる。そして、この地表面上にブロックマットを載置させて展開する。次に、上記各クラ
ンプによるシートの各端部の把持を解除すれば、上記ブロックマットの敷設作業が一旦終
了する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特許第４３１８６２１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　ところで、上記吊り具のクランプは、上記ブロックマットのシートの端部を把持してこ
のブロックマットを吊り下げるものであるが、上記各クランプには、上記ブロックマット
の自重に加え、上記各クランプから抜け出そうとする上記シートの各端部からの負荷が与
えられる。よって、上記ブロックマットの自重や上記負荷に対抗するため、上記各クラン
プには十分に大きい把持力を発揮させることが要求される。
【０００９】
　しかし、上記したように、各クランプに十分に大きい把持力を発揮させようとすると、
第１に、これら各クランプに対する操作が重くなって、この操作が煩雑になりがちであり
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、この結果、上記ブロックマットの敷設作業が煩雑になるおそれがある。また、第２に、
各クランプに十分に大きい把持力を発揮させようとする分、これら各クランプの構成が複
雑となり、かつ、質量が大きくなりがちである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、上記のような事情に注目してなされたもので、本発明の目的は、ブロックマ
ットを重機に対し吊り下げ可能とする吊り具を用いて所望の地表面に対しブロックマット
を敷設するに際し、その敷設作業が容易にできるようにし、かつ、上記吊り具を構成簡単
に、かつ、軽量にできるようにすることである。
【００１１】
　請求項１の発明は、平面視で矩形をなすシート２と、このシート２の左右方向Ａの中途
部上面に固設される複数のブロック３とを備えたブロックマット１を、重機７に対し吊り
下げ可能にするブロックマット用吊り具において、
　水平方向に延び、重機７により上昇、下降可能に吊り下げられる基台１２と、上記左右
方向Ａにおける上記基台１２の各端部に形成され、上記ブロックマット１のシート２の左
右各端部に形成された左、右被係止部１４，１４をそれぞれ係脱可能とさせる左、右係止
部１３，１３とを備え、上記左、右係止部１３，１３に上記左、右被係止部１４，１４を
それぞれ係止させた状態で、上記基台１２を上昇させて上記ブロックマット１を自由状態
にしたとき、このブロックマット１が下方に凸の円弧形状に撓むようにし、
【００１２】
　上記各係止部１３を、上記基台１２の左、右各端部の端面から外方に突設されるフック
形状とし、上記各被係止部１４を、上記各係止部１３に係止される係止孔としたことを特
徴とするブロックマット用吊り具である。
【００１３】
　請求項２の発明は、上記基台１２が、基台本体１７と、この基台本体１７の上、下面の
うち、少なくともいずれか一方の面に取り付けられ、その面方向で互いに離れて配置され
ると共に、互いにほぼ平行に延びる複数の支持台１８とを備えたことを特徴とする請求項
１に記載のブロックマット用吊り具である。
【００１４】
　請求項３の発明は、請求項１のブロックマット用吊り具を用いて法面など傾斜した地表
面４上にブロックマット１を敷設するブロックマット敷設方法であって、
　上記重機７に吊り下げられた基台１２と、この基台１２に係止されて吊り下げられたブ
ロックマット１とを下降させるとき、上記地表面４の傾斜方向に上記円弧状に撓んだブロ
ックマット１の下面の接線方向が合致するようにしたことを特徴とするブロックマット敷
設方法である。
【００１５】
　なお、この項において、上記各用語に付記した符号や図面番号は、本発明の技術的範囲
を後述の「実施例」の項や図面の内容に限定解釈するものではない。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明による効果は、次の如くである。
【００１７】
　請求項１の発明は、平面視で矩形をなすシートと、このシートの左右方向の中途部上面
に固設される複数のブロックとを備えたブロックマットを、重機に対し吊り下げ可能にす
るブロックマット用吊り具において、
　水平方向に延び、重機により上昇、下降可能に吊り下げられる基台と、上記左右方向に
おける上記基台の各端部に形成され、上記ブロックマットのシートの左右各端部に形成さ
れた左、右被係止部をそれぞれ係脱可能とさせる左、右係止部とを備え、上記左、右係止
部に上記左、右被係止部をそれぞれ係止させた状態で、上記基台を上昇させて上記ブロッ
クマットを自由状態にしたとき、このブロックマットが下方に凸の円弧形状に撓むように
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している。
【００１８】
　このため、仮に、上記したように基台の左、右係止部に上記ブロックマットのシートの
左、右被係止部をそれぞれ係止させた状態で、これら基台とブロックマットとを下降させ
、円弧状に撓んだブロックマットを、その下面の接線方向に向かって直線的に延びる作業
面上に載置させたとする。そして、この載置により、上記ブロックマットの左右方向の中
途部を上記作業面に沿うよう直線形状にさせたとする。すると、上記ブロックマットのシ
ートの左右方向での各端部には、それぞれ弛みが生じることとなる。
【００１９】
　よって、上記したように、作業面上にブロックマットを載置させた場合には、上記吊り
具の係止部に対する上記ブロックマットのシートの被係止部の係脱作業は、上記ブロック
マットのシートの各端部に生じる弛みを利用することにより、容易にすることができる。
【００２０】
　従って、所望の地表面上に対し上記ブロックマットの敷設作業をするに際しては、ブロ
ックマットを、まず、直線的に延びる作業面上に載置し、展開する。一方、重機により上
記吊り具の基台を吊り上げ、上記ブロックマットの上方近傍に位置させる。次に、上記吊
り具の係止部に対し上記ブロックマットのシートの被係止部を係止させるが、この係止作
業は、前記したブロックマットのシートの各端部における弛みの利用によって容易にでき
る。
【００２１】
　次に、重機により上記吊り具を吊り上げ、かつ、この吊り具を介しブロックマットを吊
り上げる。次に、このブロックマットを吊り具と共に所望の地表面上に移動させて下降さ
せる。そして、上記地表面上にブロックマットを載置させて展開する。次に、上記吊り具
の係止部への上記ブロックマットのシートの被係止部の係止を解除させるが、この係止解
除作業は、前記したブロックマットのシートの各端部における弛みの利用によって容易に
できる。
【００２２】
　即ち、所望の地表面上に対し上記ブロックマットの敷設作業をするに際し、上記吊り具
の係止部に対するブロックマットの被係止部の係脱作業は、このブロックマットのシート
の各端部における弛みの利用によって容易にできるのであり、よって、上記敷設作業は容
易にできる。
【００２３】
　また、上記吊り具へのブロックマットの吊り下げは、上記吊り具の係止部に対しブロッ
クマットのシートの被係止部を単に係止させることにより達成される。よって、従来の技
術で説明したような把持機能を有する機械的なクランプは不要にできることから、その分
、上記吊り具を構成簡単に、かつ、軽量にできる。
【００２４】
　また、上記各係止部を、上記基台の左、右各端部の端面から外方に突設されるフック形
状とし、上記各被係止部を、上記各係止部に係止される係止孔としている。
【００２５】
　このため、上記係止部と被係止部とは簡素な構成とされたことから、上記吊り具の構成
は、より簡単にできる。
【００２６】
　請求項２の発明は、上記基台が、基台本体と、この基台本体の上、下面のうち、少なく
ともいずれか一方の面に取り付けられ、その面方向で互いに離れて配置されると共に、互
いにほぼ平行に延びる複数の支持台とを備えている。
【００２７】
　このため、上記吊り具をブロックマットの吊り下げ用として用いない場合には、上記基
台本体の下面側に支持台が位置するようにして、上記吊り具を作業面上に載置させれば、
上記吊り具をフォークリフト用のパレットとして利用できる。よって、吊り具の利用の自
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由度が向上して、有益である。
【００２８】
　請求項３の発明は、請求項１のブロックマット用吊り具を用いて法面など傾斜した地表
面上にブロックマットを敷設するブロックマット敷設方法であって、
　上記重機に吊り下げられた基台と、この基台に係止されて吊り下げられたブロックマッ
トとを下降させるとき、上記地表面の傾斜方向に上記円弧状に撓んだブロックマットの下
面の接線方向が合致するようにしている。
【００２９】
　このため、上記ブロックマットの敷設作業において、上記吊り具の下降により、円弧状
に撓んだブロックマットの左右方向の中途部を上記地表面上に載置して、この地表面に沿
うよう直線形状にさせたとする。すると、上記ブロックマットのシートの左右方向での各
端部には、それぞれ弛みが確実に生じることとなる。
【００３０】
　よって、次に、上記吊り具の係止部への上記ブロックマットのシートの被係止部の係止
を解除させるが、この係止解除作業は、上記したブロックマットのシートの各端部におけ
る弛みの利用によって容易にできる。つまり、上記ブロックマットを敷設しようとする地
表面が傾斜面であるとしても。この地表面へのブロックマットの敷設作業は容易にできる
。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】吊り具の全体側面図である。
【図２】吊り具の全体平面図である。
【図３】図１の部分拡大図である。
【図４】図３で示したものの斜視図である。
【図５】作用を示す側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　本発明のブロックマット用吊り具に関し、ブロックマットを重機に対し吊り下げ可能と
する吊り具を用いて所望の地表面に対しブロックマットを敷設するに際し、その敷設作業
が容易にできるようにし、かつ、上記吊り具を構成簡単に、かつ、軽量にできるようにす
る、という目的を実現するため、本発明を実施するための形態は、次の如くである。
【００３３】
　即ち、ブロックマット用吊り具は、平面視で矩形をなすシートと、このシートの左右方
向の中途部上面に固設される複数のブロックとを備えたブロックマットを、重機に対し吊
り下げ可能にするものである。この吊り具は、水平方向に延び、重機により上昇、下降可
能に吊り下げられる基台と、上記左右方向における上記基台の各端部に形成され、上記ブ
ロックマットのシートの左右各端部に形成された左、右被係止部をそれぞれ係脱可能とさ
せる左、右係止部とを備える。上記左、右係止部に上記左、右被係止部をそれぞれ係止さ
せた状態で、上記基台を上昇させて上記ブロックマットを自由状態にしたとき、このブロ
ックマットは下方に凸の円弧形状に撓むこととされている。
【００３４】
　また、上記各係止部は、上記基台の左、右各端部の端面から外方に突設されるフック形
状とされ、上記各被係止部は、上記各係止部に係止される係止孔とされている。
【実施例】
【００３５】
　本発明をより詳細に説明するために、その実施例を添付の図に従って説明する。
【００３６】
　図１～４において、符号１はブロックマットである。このブロックマット１は、平面視
で矩形（長方形）をなすシート２と、このシート２の長手方向である左右方向Ａの中途部
上面に等間隔をあけて並設にされ、かつ、固着される複数のブロック３とを備えている。



(6) JP 5599100 B2 2014.10.1

10

20

30

40

50

【００３７】
　上記ブロックマット１は、河川、湖、道路・鉄道、もしくは宅地・工業用地の法面や、
河川、もしくは湖の護岸などの地表面４上に敷設される。このように地表面４上にブロッ
クマット１を敷設すれば、上記地表面４が雨水、洪水など水のエネルギーによって浸食さ
れることが防止される。
【００３８】
　上記シート２は、幅寸法が１．６ｍ、長さが４～６ｍ程度であり、質量は１２５ｋｇ／
ｍ２程度である。また、その材質は、ポリプロピレンやポリエステルなど化学繊維性であ
る。また、上記ブロック３は、コンクリートブロックであって、縦×横寸法が２００×２
００ｍｍ、高さ寸法が１００ｍｍ程度である。なお、このブロック３は自然石であっても
よい。
【００３９】
　図中符号７は、上記ブロックマット１を移動式クレーンなどの重機７に対し吊り下げ可
能にする吊り具８である。上記重機７は、トラッククレーンやクローラクレーンの他、フ
ォークリフトなどであり、この重機７において昇降するフック９に上記吊り具８を介しブ
ロックマット１が吊り下げ可能とされる。
【００４０】
　上記吊り具８は、水平方向に延び、上記重機７のフック９に対しワイヤー１１を介し上
昇、下降可能に吊り下げられる剛性のある基台１２と、上記左右方向Ａにおける上記基台
１２の各端部に形成された左、右係止部１３，１３とを備えている。一方、上記ブロック
マット１のシート２の左、右各端部には左、右被係止部１４，１４がそれぞれ形成され、
これら各被係止部１４は、上記各係止部１３に係脱可能とされている。
【００４１】
　上記基台１２は、水平方向に延び、平面視で左右方向Ａに長手の長方形をなし、全体と
して板形状の基台本体１７と、この基台本体１７の幅方向に延びてこの基台本体１７の上
面に取り付けられる複数本（５本）の支持台１８とを備えている。
【００４２】
　また、上記基台本体１７は、それぞれ左右方向Ａに延びてこの基台本体１７の幅方向に
等間隔に並設される複数本（４本）の長尺材２１と、これら各長尺材２１の左、右各端部
同士を連結する連結材２２と、これら各連結材２２の下端部外面にそれぞれ取り付けられ
る円形のパイプ材２３と、上記各長尺材２１のうち、基台本体１７の幅方向各端部の長尺
材２１における左、右各端部側の上面に突設され、前記ワイヤー１１の下端部を連結させ
る連結片２４とを備えている。なお、上記各連結片２４は上記支持台１８に突設してもよ
い。
【００４３】
　前記各係止部１３は、上記基台１２の左右各端部の端面である前記連結材２２の外面か
ら外方に突設されるフック形状とされている。また、前記各被係止部１４は左右方向Ａに
長い長孔状の係止孔とされている。図示しないが、上記各被係止部１４周りの上記シート
２の左、右各端部は当て布などにより、十分に補強されている。なお、上記各被係止部１
４は円形孔であってもよい。
【００４４】
　上記左、右係止部１３，１３に上記左、右被係止部１４，１４を係止させた状態で、上
記重機７により上記吊り具８の基台１２を吊り上げ、この基台１２を上昇させて上記ブロ
ックマット１を自由状態にしたとき、このブロックマット１は、その左右方向の全体にわ
たり、下方に凸の円弧形状に撓むこととされている（図１中一点鎖線）。この場合、上記
シート２の左、右各端部の上面は、上記各パイプ材２３の下部の外周面に当接して、摩耗
など破損することが防止される。
【００４５】
　上記構成において、仮に、上記したように基台１２の左、右係止部１３，１３に上記ブ
ロックマット１のシート２の左、右被係止部１４，１４をそれぞれ係止させた状態で、こ
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れら基台１２とブロックマット１とを下降させ、円弧状に撓んだブロックマット１を、そ
の下面の接線方向に向かって直線的に延びる作業面２６上に載置させたとする。そして、
この載置により、上記ブロックマット１の左右方向Ａの中途部を上記作業面２６に沿うよ
う直線形状にさせたとする。すると、上記ブロックマット１のシート２の左右方向Ａでの
各端部には、それぞれ弛み２８が生じることとなる（図１，３，４中一点鎖線）。
【００４６】
　よって、上記したように、作業面２６上にブロックマット１を載置させた場合には、上
記吊り具８の係止部１３に対する上記ブロックマット１のシート２の被係止部１４の係脱
作業は、上記ブロックマット１のシート２の各端部に生じる弛み２８を利用することによ
り、容易にすることができる。
【００４７】
　全図において、所望の地表面４上に対し上記ブロックマット１の敷設作業をするに際し
ては、搬送トラックなどにより運ばれてきたブロックマット１を、まず、直線的に延びる
作業面２６上に載置し、展開する。この際、ブロックマット１の長手方向を上記作業面２
６の水平方向もしくは傾斜方向に合致させる（図１～４中実線）。一方、重機７のフック
９により上記吊り具８の基台１２を吊り上げ、上記ブロックマット１の上方近傍に位置さ
せる（図１～４中実線）。次に、上記吊り具８の係止部１３に対し上記ブロックマット１
のシート２の被係止部１４を係止させるが、この係止作業は、前記したブロックマット１
のシート２の各端部における弛み２８の利用によって容易にできる。
【００４８】
　次に、重機７により上記吊り具８を吊り上げ、かつ、この吊り具８を介しブロックマッ
ト１を吊り上げる（図１，４中一点鎖線）。次に、このブロックマット１を吊り具８と共
に所望の地表面４上に移動させて下降させる。この際、上記地表面４の傾斜方向に上記円
弧状に撓んだブロックマット１の下面の接線方向を合致させる（図４中三点鎖線）。そし
て、上記地表面４上にブロックマット１を載置させて展開する。次に、上記吊り具８の係
止部１３への上記ブロックマット１のシート２の被係止部１４の係止を解除させるが、こ
の係止解除作業は、前記したブロックマット１のシート２の各端部における弛み２８の利
用によって容易にできる。
【００４９】
　即ち、所望の地表面４上に対し上記ブロックマット１の敷設作業をするに際し、上記吊
り具８の係止部１３に対するブロックマット１の被係止部１４の係脱作業は、このブロッ
クマット１のシート２の各端部における弛み２８の利用によって容易にできるのであり、
よって、上記敷設作業は容易にできる。
【００５０】
　また、上記吊り具８へのブロックマット１の吊り下げは、上記吊り具８の係止部１３に
対しブロックマット１のシート２の被係止部１４を単に係止させることにより達成される
。よって、従来の技術で説明したような把持機能を有する機械的なクランプは不要にでき
ることから、その分、上記吊り具８を構成簡単に、かつ、軽量にできる。
【００５１】
　また、前記したように、各係止部１３を、基台１２の左、右各端部の端面から外方に突
設されるフック形状とし、各被係止部１４を、上記各係止部１３に係止される係止孔とし
ている。
【００５２】
　このため、上記係止部１３と被係止部１４とは簡素な構成とされたことから、上記吊り
具８の構成は、より簡単にできる。
【００５３】
　また、前記したように、基台１２が、基台本体１７と、この基台本体１７の上、下面の
うち、少なくともいずれか一方の面に取り付けられ、その面方向で互いに離れて配置され
ると共に、互いにほぼ平行に延びる複数の支持台１８とを備えている。
【００５４】
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　このため、上記吊り具８をブロックマット１の吊り下げ用として用いない場合には、上
記基台本体１７の下面側に支持台１８が位置するようにして、上記吊り具８を作業面２６
上に載置させれば、上記吊り具８をフォークリフト用のパレットとして利用できる。よっ
て、吊り具８の利用の自由度が向上して、有益である。
【００５５】
　また、前記ブロックマット１用の吊り具８を用いて法面など傾斜した地表面４上にブロ
ックマット１を敷設するブロックマット敷設方法であって、
　重機７に吊り下げられた基台１２と、この基台１２に係止されて吊り下げられたブロッ
クマット１とを下降させるとき、上記地表面４の傾斜方向に上記円弧状に撓んだブロック
マット１の下面の接線方向が合致するようにしている。
【００５６】
　このため、上記ブロックマット１の敷設作業において、上記吊り具８の下降により、円
弧状に撓んだブロックマット１の左右方向Ａの中途部を上記地表面４上に載置して、この
地表面４に沿うよう直線形状にさせたとする。すると、上記ブロックマット１のシート２
の左右方向Ａでの各端部には、それぞれ弛み２８が確実に生じることとなる（図５中一点
鎖線）。
【００５７】
　よって、次に、上記吊り具８の係止部１３への上記ブロックマット１のシート２の被係
止部１４の係止を解除させるが、この係止解除作業は、上記したブロックマット１のシー
ト２の各端部における弛み２８の利用によって容易にできる。つまり、上記ブロックマッ
ト１を敷設しようとする地表面４が傾斜面であるとしても。この地表面４へのブロックマ
ット１の敷設作業は容易にできる。
【符号の説明】
【００５８】
　１　　ブロックマット
　２　　シート
　３　　ブロック
　４　　地表面
　７　　重機
　８　　吊り具
　９　　フック
　１１　ワイヤー
　１２　基台
　１３　係止部
　１４　被係止部
　１７　基台本体
　１８　支持台
　２６　作業面
　２８　弛み
　Ａ　　左右方向
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